
















一般に産科疾患は,その発症を予防したり治療的に修飾することは不可能な場合がほとん

どで,実際に異常が突発してから対処しなければならないのが特徴である。この点は他の臨

床医学ではあまり見られないものである。ただ妊娠中毒症のみは,従来から学説の疾患と言

われるほど,その原因や病態は判然とせず,あたかも陽炎のようなものであるとも表現され

るが,適切な妊婦管理によりその発症や重症化を予防あるいは防止することが可能である

ことも良く知られた事実である。現在のところ,妊娠中毒症の発症は個体の体質的条件ある

いは素因と環境条件さらには妊孕現象にともなう母体の適応能力などが関与していると考

えられており,個体の発病条件を認識することはきわめて重要なことで,このことは即,妊

娠中毒症発症の予防につながると言っても過言ではない。今年度も昨年度までの継続とし

て妊娠中毒症発症の臨床的背景というテーマで危険因子の再整理と妊娠中毒症発症の予知

に関する研究を行った。 


